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 研究背景と目的 
現在、農業現場での気象情報の有効活用ツールとして

「農研機構メッシュ農業気象データシステム」が用いら
れている。本システムは主にアメダスの過去値を補正し
た空間解像度が約1 kmで提供されているものの、要素間
の整合性に欠ける場合があることが懸念されている。さ
らに今後、気象庁はアメダス観測システムの大幅な転換
を予定しており、農作物の育成に非常に重要な日射・日
照の観測が停止される方針である。そのため、領域気象
モデルWRFを用いた、詳細農業土地利用分布やその変化
が農業気象値に与える影響を抽出するとともに、領域再
解析データを基とした新たなメッシュ農業気象データの
作成を、特に時別値を軸として実施する。 
 

 方法 
本事業では、領域再解析データによる農業気象災害と

イネ病害・高温リスク情報の創出および高解像度の農業
気象・地域気候予測シナリオの開発・高精度化を行うこ
とを目標とする。そのために①気象モデル出力検証用デ
ータセットの作成、②作物収量変動・品質低下の要因解
析、③新たなメッシュ平均値の開発を設定し、既存の高
解像度の気象モデル出力を用いて、これらモデル出力の
検証、農業分野への気象気候影響解析、および新たな農
業気象・地域気候予測のための基礎データセット(平均
値)の作成を行った。さらに、新たなメッシュ平均値や農
業気象データセットを含めた基盤データを用いて、「農研
機構メッシュ農業気象データシステム」の複数要素にお
いて時間値を開発・更新するような、高精度・高解像度
のメッシュ農業気象データの開発を行う。 
 

 これまでの結果 
JRA-55とERA-5を用いて、東京大手町の夏季日降水量

をアメダス観測値の頻度分布と比較すると、JRA-55と観
測値と比較して頻度分布の幅が広く、20 mm以上の出現
率が高くなる傾向を示し、ERA-5は頻度分布の幅が狭く、
10 mm以下の雨量の出現率が10%近くを占めていた。と
りわけ、JRA-55とERA-5では水平解像度がそれぞれ約
130 km、30 kmであるため、観測地点の気象場を十分再
現できているわけではないことが判明した。 
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研究背景と目的 
市民は、幼少期に河川に親しんだ体験の頻度に応じて

水辺を愛でて、河川環境の持続的保全行動や行政施策に
理解を示すといわれる。現在、小学校によっては、総合
学習の授業において生物調査を伴う環境学習が実施され
ている。調査時の生息生物情報の有無は、参加者の取組
意欲に影響する可能性がある。河川体験学習をより効果
的に実施する目的で主な対象を小学生に設定し、川の生
き物と水質の関係、川を守る行動を楽しく学ぶことがで
きる教材として、水生生物カードゲームを開発した。こ
のカードゲームにより河川水質と生き物の関係、河川に
優しい行動を楽しく学習する教材の普及を目指すことを
目的とする。 
 

今年度の実施内容 
宮城県と埼玉県の2会場で小学生を対象に川の学習イ

ベントを開催した。日程及び場所は、7月30日(火)1日間、
広瀬川御霊屋橋上流及び片倉市民センター(宮城県仙台
市)、8月18日(日)〜19日(月)2日間、都幾川くらけ清流の
郷及び唐子市民活動センター(東松山市)である。イベン
トの内容は、両会場とも同じで、「河川環境と生息する水
生生物の講話(座学）」、「水質指標生物と川に優しい行動
を学ぶカードゲームの実施」、「水生生物調査と採取され
た生き物の観察と河川環境の解説」、「パックテストによ
る簡易水質検査」、「紫外線硬化樹脂による生物標本のア
クセサリーづくり」から成り立っている。 

水生生物カードゲームのカードは生き物カード(生物
学的水質階級と階級ごとの指標生物)とイベントカード
で構成されている。イベントカードは、川をきれいに守
る行動と川をよごしてしまう行動で構成されている。ゲ
ームでは川に優しい行動は水質階級が上がり、川に優し
くない行動は水質階級が下がるルールとなっており、川
に優しい行動の理解を促している。参加者にはイベント
の効果を検証するためのアンケート調査を実施した。ア
ンケート結果では、「楽しかった」、「また来年参加したい」、
「生き物の名前が覚えられた」といった好意的な感想が
たくさん寄せられた。都幾川で行った水生生物調査では、
水質階級Ⅱの指標生物であるヒラタドロムシが採集され
た。これまでに川で生き物を採取する経験が無い児童で
あったが、ヒラタドロムシを正しく分類できたことから、
事前学習で行った水生生物カードゲームの効果と推察さ
れた。 


